
　

国
会
の
会
期
末
に
向
け
、
安
倍
政
権
が

成
立
を
狙
う
医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
案

は
、
介
護
の
大
改
悪
を
ま
ね
き
ま
す
。

　

現
在
、
船
橋
市
内
の
要
支
援
の
高
齢
者

で
訪
問
介
護
の
利
用
者
は
1
2
8
1
人
、

通
所
介
護
利
用
者
は
1
3
0
8
人
で
す
。

専
門
の
介
護
事
業
者
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
が
訪

問
し
た
り
、
介
護
事
業
所
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
ま
す
。
法
案
で
は
こ
れ
ら

を
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
ず
し
、
市

の
事
業
に
代
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

利
用
者
か
ら
「
こ
れ
ま
で
通
り
の
サ
ー

ビ
ス
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
生
活
は
ど
う

な
る
の
か
」
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な

い
の
は
辛
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
で
維
持
さ

市
民
に
広
が
る
介
護
不
安

医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
案
で

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

７月１６日（水） 弁護士が
相談を
受けます労働相談も

　　受けています

無料

れ
て
い
る
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る
深

刻
な
不
安
で
す
。

　

同
法
案
で
は
さ
ら
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
で
き
る
人
を
要
介
護
度
３
以

上
に
限
定
し
ま
す
。

　

現
在
船
橋
市
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
者
で
要
介
護
度
１
、
2
の
人

が
１
３
７
人
、
入
所
待
機
者
で
要
介
護
度

１
、
２
の
人
が
１
２
３
人
い
ま
す
。

　

要
介
護
度
１
、
２
で
徘
徊
が
あ
り
、
常

時
見
守
り
が
必
要
な
認
知
症
の
方
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅
で
の
生
活
が
困
難

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
入
所
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
が
原
則
で
き
な
く
な
れ

ば
、
特
に
認
知
症
や
精
神
疾
患
の
あ
る
方

の
場
合
、
行
き
場
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

必
要
だ
か
ら
こ
そ
利
用
し
て
い
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
船
橋
市
と
し
て
ど
う

対
応
す
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長
は
「
訪
問
、
通
所

に
つ
い
て
は
現
状
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
を
把
握
し
た
う
え
で
検
討
し
て

い
く
、
特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
、
要
介
護
度
１
、
２

で
入
れ
る
基
準
を
国
が
示
す
と
し
て
い

る
」
、
市
長
は
「
行
政
と
し
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
把
握
し
、
可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
改
悪
さ
れ
て
き
た
介
護
保

険
。
こ
れ
以
上
、
改
悪
さ
れ
な
い
よ
う

国
、
自
治
体
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

こ
れ
ま
で
通
り
利
用
で
き
る
か

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も

軽
度
者
追
い
出
し
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加
藤
周
一
さ
ん
等
著
名
な

9
人
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ

た
「
9
条
の
会
」
が
10
周
年

を
迎
え
、
記
念
講
演
会
が
渋

谷
公
会
堂
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

大
江
健
三
郎
さ
ん
は
「
加

藤
周
一
さ
ん
は
文
筆
家
と
し

て
の
筆
を
置
き
、
9
条
の
会

の
活
動
に
専
念
し
た
。
私
も

作
家
は
や
め
た
。
こ
れ
か
ら

は
『
9
条
の
会
』
の
大
江
健

三
郎
で
行
く
。
憲
法
9
条

は
、
安
倍
政
権
の
下
で
正
念

場
を
迎
え
て
い
る
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

阪
田
雅
裕
元
内
閣
法
制
局

長
官
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
よ
せ
、
「
集
団
的
自
衛
権

と
は
第
三
国
の
戦
争
の
ど
ち

ら
か
に
組
す
る
こ
と
。
交
戦

権
を
認
め
な
い
9
条
を
飾
り

物
に
す
る
も
の
」
と
、
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
森
陽
一
事
務
局

長
か
ら
「
秋
ま
で
に
新
し
い

よ
び
か
け
文
を
発
表
す
る
。

憲
法
を
壊
そ
う
と
す
る
暴
走

を
止
め
る
た
め
、
全
国
の

『
9
条
の
会
』
と
連
携
し
、

国
民
に
見
え
る
共
同
行
動
を

提
起
し
た
い
」
と
の
方
向
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
の
改
正
で
軽
自
動
車
税

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

税
額
変
更
な
ど
の
「
市
税
条
例
一
部

改
正
」
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
率
の
引
き
上
げ
は
、

業
界
か
ら
の
「
消
費
税
増
税
で
、
自

動
車
取
得
税
は
税
の
二
重
取
り
、
撤

廃
を
」
と
い
う
強
い
要
望
に
応
え
た

も
の
。
自
動
車
取
得
税
率
の
引
き
下

げ
を
行
う
一
方
、
そ
の
減
収
を
お
ぎ

な
う
た
め
に
、
価
格
が
安
く
税
金
の

負
担
が
少
な
い
、
庶
民
の
足
と
し
て

普
及
し
て
い
る
軽
自
動
車
に
増
税
す

る
も
の
で
す
。

　

消
費
税
増
税
と
一
体
の
改
悪
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
庶
民
増
税
に
日
本
共

産
党
は
反
対
し
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
の
新
規

購
入
車
に
つ
い
て
、
２
０
１
６
年
度
納

税
よ
り
増
税
。
そ
れ
以
前
に
購
入
し
た

も
の
は
、
車
齢
13
年
を
超
え
る
も
の
に

２
０
１
６
年
度
か
ら
概
ね
20
％
の
経
年

車
重
課
税
を
実
施
。

軽
自
動
車
税 

増
税

現行
 2016 年

度～
 

重課税

2016年度～ 

自家用 軽自動車 7,200 円 10,800 円 12,900 円 

自家用 軽自動車（貨物） 4,000 円 5,000 円 6,000 円 

  現行  2015 年度～ 

二輪（総排気量 250cc 超） 4,000 円 6,000 円 

原付（総排気量 50cc 以下） 1,000 円 2,000 円 

軽
自
動
車
税 

増
税

９条の会
　１０周年講演会

６月１０日、渋谷公会堂で講演する
大江健三郎さん。

庶
民
の
足
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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